
ホームページ
QRコード

この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。

今月の表紙

№133

1



令和4年3月17日(木)、陸前高田市コミュニティホールを会場
に、コープ東北サンネット事業連合（コープフードバンク）様と
食料支援協定を結ばせていただきました。

本協定は、連携企業から提供された余剰食品等の寄付を受け、

地域の生活困窮者へ無償提供することを通じ、食品の無駄をなく
すとともに、だれもが安心して暮らせる地域づくりを進めること

を目的とするものです。

協定締結後、いわて生活協同組合 石橋副理事長 様より本会
佐々木会長へ第一便物資が手渡されました。

佐々木会長は、「コロナ禍にあって、困っている方々に手を差
しのべたい。お力添えをいただき、支え合いのまちづくりに努め

ていく」と決意を述べました。

今後は、本会「くらし応援窓口」で行う生活課題を抱える方々
を支える事業に活用させていただきます。

☑

配付会では、新型コロナウイルス感

染拡大で経済的な影響を受けている世

帯４１名へ食料品セットを提供いたし

ました。

今回は、気仙町にある

小島麹店様(町310-8)に

サポーター登録をいただ

き、お味噌１５袋をご提

供いただきました。

そのほか個人の方から

もお菓子や日用品のご寄

付をいただきました。ご

協力ありがとうございま

した！
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昨年度も、地域の皆様より多くの食品が寄せられ、
フードバンク岩手を通じて、支援を必要とする方々へ
届けられました。
今年度も引き続き、皆様のご理解とご協力をよろし

くお願いいたします。

社会福祉協議会では、低所得世帯等に対し、生活費等の
必要な資金の貸付けを行う生活福祉資金貸付制度を実施
しております。

本制度について、新型コロナウイルス感染症の影響を
踏まえ、貸付けの対象世帯を低所得世帯以外に拡大し、
休業や失業等により減収し、生活資金でお悩みの方々に
向けた特例貸付制度が設けられました。

社会福祉協議会では、障がいをお持ちの方

に対して行われた｢不利益な取り扱い｣に関す

る相談の受付をしております。

✔

✔

💡💡障がいをお持ちのご本人様だけではな

く､そのご家族や支援者の方からの相談も

承ります｡プライバシーの保護

に十分配慮し、相談者の立場

にたった相談を行います。
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生出地区の
取り組み紹介

生出地区では、 以前より交通の課題についての

話し合いが進められてきました。

今回「バスカード利用体験会」が令和４年１月２

２日（土）から２月１日(火）まで開催され、バス

カードを購入し利用した方は、買い物や飲食店へと

楽しみに出かけていきました。また、毎月、集まり

の場に参加するため、バスを利用している方もいま

した。

【問い合わせ】 陸前高田市社会福祉協議会 電話 ：５４-５１５０／５１５１ 担当：和泉

ボランティア活動として、市内を中心に各

種行事で踊りの披露を行っています。特にも

高寿園へは毎年、敬老会に伺い、利用者の皆

さんのお祝いを行っていましたが、ここしば

らくは新型コロナウイルスの影響で活動が出

来ていないのが残念です。

活動内容

高寿園の活動では踊りを披露することはも

ちろんですが、利用者の方とおしゃべりをす

ることが楽しかったです。

新型コロナウイルスの影響で、ここ最近は、

手を取り合って喜び合うことが出来なく残念

です。早くコロナが収まり、皆さんとの交流

が楽しめるようになればと願っています。

高田民踊会の皆さんにお話を
伺い、ボランティア活動の楽し
さは“人との関わりが大事”な
のだと感じました。
ボランティアセンターでは、

市民の皆さんが楽しんでボラン
ティア活動を行えるように取り
組みを進めていきたいと思いま
すので、よろしくお願いいたし
ます。

高田民踊会より一言

【問い合わせ】
陸前高田市ボランティアセンター 電話：54-5150／5151 担当：松本（崇）

【活動場所・日程】市内の各種行事
【 連 絡 先 】22-7528（中村）
【活動場所・日程】市内の各種行事
【 連 絡 先 】22-7528（中村）

【参加者の声】
「バスカードは小銭を出す必要が無く、降車時

スムーズで便利だと思った」、「免許を返納して
いるので、バスを利用しこのまま存続してほし
い」との声もありました。
また、「時間が気になって、ゆっくり買い物が

出来なかった」、「自分の利用したい時間とバス
が合わない」などの意見もありましたが、皆さん
バスカードの便利さを体験出来た様子でした。
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｢こんにちは赤ちゃん訪問｣は、お祝いをするとともに、

子育ての不安や悩みをお聞きし、必要に応じて適切な

サービスにつなぐなど、お子様の成長を地域で見守る

きっかけづくりを目的とし、地域の身近な相談役である

民生委員・児童委員さんが、赤ちゃんの生まれたお宅を

訪問しています。

こんにちは赤ちゃん訪問事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています。

お困りごとなどありましたら、お気軽に地域の民生委員さんへご相談ください。

写真の掲載にご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

【活動場所】保健福祉総合センター内
ふれあい教室

【時 間 】１０：００～１０：４５
【対 象 児 】生後６ヶ月 ～ 未就学
【内 容 】楽器や体を使ったふれあい遊びを

一緒に楽しみましょう(^^)
小さいお子さんもお待ちしています♪

【問い合わせ】 ふれあい教室 電話：090-9745-5182（直通）、54-5150/5151

💡💡
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この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。

（右：株式会社アンプリライブ 今井社長様から
左：陸前高田市社会福祉協議会 佐々木会長へ）

岩手県共同募金会では、本年度も被災地の復興に向けて、被災者の孤立を防ぐとともに、日常生活を
支える活動やコミュニティ再生を目的とした住民同士の活動、ボランティア活動を支援するための助成
を行います。
詳しい内容につきましては、決まり次第、改めて社協だより及び社会福祉協議会ホームページにて掲

載させていただきますので、ご確認願います。
皆さまのご応募お待ちしております！

３月１０日（木）、東日本大震災の翌年から毎年寄附を

いただいている愛知県名古屋市の補聴器・介護用品販売会

社 株式会社アンプリライブの今井社長が来訪されました。

今回は、寄附に加え、今井社長と繋がりのある企業関係

者である株式会社吉野家様、株式会社コモ様より食料品の

支援もいただきました。

いただいた食料品につきましては、コロナ禍で経済的な

影響を受けている世帯や社会福祉協議会の訪問介護事業所

の利用者の皆さまへお届けさせていただきます。

皆さまよりいただいた寄附金は、本会が行う地域福

祉事業などのために大切に活用させていただきます。

陸前高田市共同募金委員会からのお知らせです

令和４年度事業「たかたの町を良くする一般公

募助成」は、右記の団体が助成決定となりました。

当日は、６名の審査委員により、白熱した審議

が展開されました。

この助成金は、市民の皆さまから赤い羽根共同

募金としてご寄附いただいたものが、地域福祉活

動費として使われるものです。

№ 団体名 事業名

１
陸前高田市立気仙

小学校学校運営協議会
児童の安全を守る地域づくり
事業

２ 只出自治会 バス停ベンチ設置事業

３ 認知症を考える会
認知症の人と家族の支援・
地域づくり

４
ボランティア・サークル
ぜんしん

下矢作ピンコロ倶楽部

ノルディックウォーキング

５ シニアネットリアス・高田 パソコン教室

６ 泊振興会 「海上引き灯篭」復活事業

「りくぜんたかた社協だより２月号（No.131）」に掲載いたしました、「赤い羽根共同募金」の寄附者
に下記の方々のお名前の追加をお願いいたします。

・陸前高田市立横田小学校 様
・陸前高田市立高田第一中学校 様
・長部地区コミュニティ推進協議会 様

・市老連今泉老人クラブ 様
・市老連大石友愛クラブ 様
・ボランティアサークルたんぽぽ 様

・市老連鳴石クラブ 様
・堺 様
・菅原 様

【問い合わせ】 陸前高田市共同募金委員会 電話：54-5150/5151 担当：小山
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